
γ 

ン

四

九

一
し
く
、
切
ら
彫
一
刻
を
能
く
し
、
又
好
ん
で
和
歌
を
詠

一
に
在
っ
て
、
国
同
宗
東
振
に
幽
す
る
。
も
と
手
取
村
文
一
定
せ
し
め
よ
と
の
令
が
あ
っ
た
が
、
向
一
般
に
普
及

一
じ
た
。
勉
地
記
に
、『
大
図
寺
中
興
縦
臨
時
上
人
心
岩
利

一
は
剣
道
村
に
間
た
。
防
寺
に
天
和
二
年
遁
立
の
錨
位
一

L
な
か
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
。
次
い
で
寛
文
八
年
幕
府

間
は
、
俗
姓
加
彼
氏
に
て
、
念
仰
一
ニ
味
に
入
り
て
大

一
が

あ

る

。

一

の

令

に
よ
り
、

一史
に
新
京
升
使
用
を
命
じ
た
が
、
江

閣
寺
を
中
興
し
、
例
制
に
よ
り
仰
御
前
の
鉦
搬
を
能

一

シ
ン
ギ
ヨ
ウ
ジ

民
行
寺

金制作
小
立
野
二
十
人

一日
'に
於
い
て
は
そ
の
製
す
る
新
京
升
に
獄
絵
の
あ
る

発
端
仰
，
限
よ
り
銅
り
出
し
、
今
に
お
寺
に
M
W
来
す
。

一
川
に
在
る
。
山
制
宗
で
、
山
脱
を
初
め
安
郡
山
と
い

一
こ
と
を
滋
見
L
、
九
年
二
且
一
反一
製
に
倣
う
て
殴
遣
し

仰
御
前
の
守
本
傘
の
別
背
も
あ
り
し
か
ど
、
子
制
あ

一
ひ
、
後
に
法
隆
山
と
改
め
た
。
貞
享
二
年
間
来
習
に
二
た
か
ら
、
加
賀
滞
で
も
自
凶
製
の
も
の
を
燦
し
て
京

。
て
今
は
大
器
寺
川
山
下
の
光
提
寺
に
あ
り
o
心
岩

一
見
永
八
年
前
川
利
治
か
ら
金
制
作
一
白
姓
町
に
屋
敷
を
奔
一
か
ら
給
入
使
用
せ
し
め
、
翌
十
年
斗
子
升
と
の
差
を

和
内
川
は
刑
判
闘
に
妙
を
得
た
る
人
に
て
、
白
川
寺
に
併

一
関
L
、
大
東
寺
先
住
擁
護
和
向
之
を
建
立
し
た
が
、

一
考
へ
て
、
従
来
斗
子
升
で
定
納
一
石

・
ロ
米
八
升
を

来
す
〕
と
あ
る
。

一
一助
治
二
年
御
用
地
に
召
上
げ
ら
れ
、
小
立
野
に
替
地

一
納
め
た
の
を
、
新
京
升
で
定
納
一
石
・

日
米
一
斗
一

ジ
ン
ガ
ン
ジ

紳
願
寺

町mm摂
凶
史
に
、
『
延
川
町
十

一
を
栄
け
た
。
開
基
日
一
加
は
本
多
安
房
の
家
来
篠
井
和

一
升
二
合
に
改
め
た
。
(
誌
は
一
斗
一
升
二
合
四
句
に

二
年
十
月
半
亥
正
凹
付
下
和
気
初
回
一
出
陣
位
。
葵
民的

一
梁
助
で
あ
る
と
記
す
る
。
篠
井
雅
楽
助
は
元
利
二
年

一
指
る
。
〉
新
一
一尽
升
一
升
の
杭
は
六
十
四
党
方
寸
四
三
四

能
山
口
凶
製
山
一札」
1
八
剛山
山z
入
制
山
間
帯
↓
叫
川v
之。』
と

一
本
多
安一

ω守
家
士
町
名
古
に
、
知
行
前
千
石
、
政
官

一
三
六
六
で
、
こ
の
升
に
も
斗
升
が
あ
っ
た
。

あ
る
。
越
育
到
三一
…州芯
に
は
珠
洲
仰
松
波
利
制
宮
寺

一
況
と
あ
る
も
の
で
あ
る
。

一

シ
ン
キ
ロ
ウ

雲
集
棲

安
永
年
聞
の
能
官
名
跡

を
之
に
慌
て
、
耐
副
秘
抗
日
追
考
に
は
腿
応
部
即
日
寺

一

シ
ン
ギ
ヨ
ウ
ジ

畏
行

寺

能

楽
郡
小
松
寺
町
に

一
志
に
珠
洲
郡
三
附
の
事
を
記
し
て
、『
惣
じ
て
こ
の
三

を
慌
て
L
ゐ
る
が
、
以
れ
も
枝
川
附
で
あ
ら
う
。
上
同

一
在
っ
て
、
民

宗

一

束

振

に

臨

す

る

。

一

一

耐

の

結

深

く

し
て
、
春
の
頃
喜
見
域
文
広
一
度
々
也
。
』

の
寺
に
糊
迎
な
い
o

一

シ
ン
ギ
ヨ
ウ
ジ

民
行
寺

羽
咋
制
今
国山
に
在
つ

一
と
あ
り
、
文
化
中
金
子
有
裂
の
能
資
盗
犯
に
も
‘
珠

シ
ン
キ
ソ
ヲ
リ
ヨ
ウ
ホ
ウ

新
器
測
量
注

二
加
。

一
て
、
長
宗
一
山
波
に
印
す
る
。
一
洲
部
上
戸
高
照
寺
の
位
持
が
訴
て
海
市
を
見
た
こ
と

安
政
四
年
出
十
嵐
小
山
次
の
話
し
た
測
対
法
の
説
明

一

シ
ン
ギ
ヨ
ウ
ジ

民
行
寺

臥
京
榔
翻
父
に
在
つ
一
を
話
し
た
と
あ
る
。
近
年
で
は

石
川
郡
金
石
・
河
北

で
、
初
め
て
八
線
去
が
使
用
さ
れ
て
ゐ

る

。

一

て

、
提

出

未

来

振

に

印

刷

す

る

。

一

郡

高

松

で

こ
の
現
象
が
あ
っ
た
と
偲
へ
ら
れ
る
。

シ
ン
キ
ヨ
ウ
イ
ン
心
鏡

院

加

制
滞
京
第
六
代

一

シ
ン
ギ
ヨ
ウ
ジ

信
行
寺

山
品
川
和
食
に
在
つ

一

シ
ン
ギ
ン
ア
ヅ
カ
リ
テ
ガ
主

新
銀
預
手
形
↓

前
刷
吉
徳
の
側
室
鈎
木
氏
の
法
脱
。
討
し
く
は
心
錆

一
て
、興
宗
一
以
振
に
凶
す
る
。
も
と
附
鳩
山
山
に
居
た
が
、
一
ギ
ン
サ
ッ
卸
札
。

院
妙
税
日
駒山
大
紡
。

一
明
治
叫
三
年
七
且
今
の
所
に
診
っ
た
。

一

シ
ン
グ
ウ
新
宮

羽
咋
川
口
出
知
院
内
志
鰍
庄
に

シ
ン
キ
ヨ
ウ
イ
ン

民
教
院

金
仰
卯
以
凶
謎
寺

一

シ
ン
キ
ヨ
ウ
セ
キ
神
鏡
石

刻
能
奇
胎
記
に
、

-
あ
る
部
古
川
。
明
治
八
年
十
且
に
主
っ
て
話
，
熊
を
併

の
明
司
で
・
そ
の
門
前
に
在
っ
た
が
、
明
治
三
年
の

一『
臥ド甲山中川石
休
必
村
の
耐
山
川
と
い
ふ
制
問
中
に
石
あ

一
合
し
た
。
元
職
十
四
年
の
郷
村
名
義
抄
に
、『
刑
制
咋
加

川刷
版
し
た
。

一
り
。
此
石
に
附
る
こ
と
あ
れ
ば
脱
出
張
す
る
こ
と
あ

一
之
内
御
必
鎖
限
村
に
赤
針
山
と
申
枇
之
跡
、
新
宮
村

シ
ン
キ
ヨ
ウ
ガ
ン

神
教
丸

金
制
印
刷
山
側
寺
で
波

一
。
。
恩
人
依
り
不
思
践
に
思
ひ
て
、
明
和
二
年
の
春

一
之
領
内
へ
影
向
に
付
、

赤作品
山
と
巾
祉
相
建
、
則
村

資
し
た
努
で

川
人
は
之
を
閉
山
削
寺
の
赤
王
と
い
う

一
銅
山
持
ち
見
る
に
、
去
に
訴
の
筋
あ
り
。
其
模
様
五
愉

一
立
も
出
来
仕
候
付
、
新
宮
村
与
唱
申
同
市
川
田
候
。
』と

た
。
も
と
滞
侯
前
川
氏
の
禁
法
で
あ
っ
た
の
を
、
制

一
の
如
く
に
し
て
、
同
形
の
所
党
字
あ
り
。
里
人
恐
れ

一
見
え
る
。

紀
の
時
三
十
人
則
前
川
耐
平
太
に
授
け
ら
れ
、
前
川

一
て
、
返
り
氏
刺
の
境
内
へ
数
十
人
し
て
運
び
て
、
利

一

ジ
ン
ヲ
ウ
甚
空

貸
出
川
の
頃
能
安
部
小
松
に
泌

氏
か
ら
そ
れ
を
山
側
寺
に
間
へ
た
も
の
で
あ
る
と

一
鏡
石
と
脱

L
て
松
が
似
に
建
て
あ
り
。
』
と
見
え
る
。

一
っ
て
八
腕
枇
内
に
位
し
た
焔
無
情
で
、
尺
八
を
指
南

い
ふ
。
後
に
は
束
御
均
川
の
禁
屈
に
て
も
一
般
に
政

一

シ
ン
キ
ヨ
ウ
マ
ス

新
京
升

承
館
三
年
十
二
且

一
し
、
武
巡
水
練
に
達
す
る
極
川
市
の
者
で
あ
っ
た
が
、

出
し
、
阪
府川の
妙
築
と
耕
せ
ら
れ
た
。

一
新
京
升
を
用
ひ
て
百
姓
の
年
貢
米
を
紙
ら
し
め
、
従

一
侠
客
佐
川
屋
八
右
衛
門
と
事
ひ
、
八
右
術
門
の
路
に

シ
ン
キ
ヨ
ウ
ジ

髭
教
寺
石
川
市
訟
任
民
巳
則

一
来
の
凶
長
の
斗
子
升
と
の
出
目
不
足
の
分
を
差
引
勘

一
約
し
て
加
問
中
に
投
ぜ
ら
れ
た
。

ジ
ン
グ
ウ
ジ

神
宮
寺
制
宮
寺
は
一
に
{
円
白
寺
と

も
い
ひ
、

仰
識
の
榊
耐
に
車
中
仕
す
る
も
の
で
、
そ
の

佐
世
耐
枇
附
近
に
存
ず
る
を
以
と
す
る
が
、
時
に
諮

問
な
る
こ
と
も
あ
る
。
文
徳
山
鯨
拘
衡
二
年
五
且
朔

の
僚
に
、『
能
積
凶
気
多
大
榊
宮
に
詔
し
て
、
常
住
併

を
芭
き
、
度
三
人
を
摘
出す。

木
々
抱
え
ざ
れ
。
』
と
あ

る
も
の
は
、
常
時
阪
に
信州
多
制
祉
に
宮
寺
あ
り
枇
品
川

あ
っ
た
こ
と
を
ね
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
苦
院

の
性
質
よ
り
論
ず
れ
ば
、
白
山
品
時
制
祉
に
於
け
る

白
山
寺
も
阿
よ
り
宮
寺
で
あ
る
が
、
此
の
如
き
は
榊

枇
に
闘
す
る
古
院
と
い
ふ
よ
り
も
、
山
中
ろ
寺
院
を
ヰ
.

と
す
る
耐
枇
の
如
く
に
見
ら
れ
て
来
た
か
ら
、
巴甲山
寺

と
は
い
は
な
か
っ
た
で
あ
ら
う。

ジ
ン
グ
ウ
ジ
神
宮
寺
河
陀
巾
小
坂
庄
に
附
す

る押印町
問
。
山
，
上
村
春
日
枇
杷
に
、制
宮
寺
村
に
古
へ

利
宮
寺
が
あ
り
、
大
使
あ
る
所
凶
ち
そ
の
地
で
あ
る

と
す
る
。

日
っ
こ
の
訓
宮
寺
を

山
，
上
春
日
祉
問
邸

の
も
の
と
す
る
が
、
果
し
て
然
る
や
否
や
は
明
ら
か

で
な
い
。
附
匙
に
あ
る
談
減
所
大
探
知
な
ど
の

ω名

は
こ
の
訓
包
寺
と
交
捗
す
る
も
の
L
如
く
で
あ
る
。

ジ
ン
グ
ウ
ジ
神
宮
寺

腿
悶
剛
山
小
島
に
在
っ
て
、

国民
言
宗
に
殺
し
た
。
初
的
問
郡
古
城
に
狂
っ
た
が
、

前
山
利
家
の
能
常
に
封
ぜ
ら
れ
た
後
小
島
に
移
っ

た
。
こ
の
寺
今
飢
に
ほ
聞
紙
に
附
L
て
ゐ
る
。

シ
ン
グ
ウ
ア
カ
タ
ラ
ジ
ン
ジ
ヤ

新
宮
赤
倉
紳
祉

羽
咋
部
新
宮
に
鎮
座
す
る
。
式
内
等
笛
世
記
に
、『
新

宮
赤
品川制
枇
。
志
郎
庄
新
宮
村
銀
座
。
萄
併

-zo
往

昔
赤
品川
山
榊
滋
影
向
。
放
建
立
川
田
二
割
宮
赤
h
H
械
到
。』

と
あ
り
、
今
は
新
宮
赤
合
祉
と
制
す
る
o

J

ホ
ン

グ
ウ
ア
カ
タ
ラ
ジ
Y

ジ
ヤ
木
宮
赤
合
神
社
。

シ
ン
グ
ウ
ガ
ハ

新
宮
川

羽
咋
郷
原
領
の
車

場

よ
り
抗
出
し
、
新
宮
慌
で
子
浦
川
に
wm
合
ふ
。
統
制
悦

一O
粁
許。


